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2017年度学位記授与者数

学
　
　
　
部

学　　部 学　　科 人数

理 工

食 環 境 10

生 物 科 65

機 械 工 24

情 報 電 子 工 22

生 物 生 産 工 0

小 計 121

経 営 経 営 94

人 間

人 間 文 化 10

人 間 教 育 36

小 計 46

合 　　　計 261

大
　
　
学
　
　
院

研　究　科 専　　攻 人数

理  

工  

学

修士課程

物 質 工 学 0

機械システム工学 0

生 命 科 学 0

博士後期
課 程

物質機能工学 0

生命環境科学 0

小　　　計 0

経 

営 

学

修士課程 経 営 学 3

博士後期
課 程

経 営 学 0

小　　　計 3

合 　　　計 3

※学期末卒業者を含みます。

〠986-8580
宮城県石巻市

南境新水戸1番地
☎0225-22-7717（直）

石巻専修大学
広報係

本年４月、
創立 30 年を
迎 え ま す

定
年
５
教
授

　
長
年
に
わ
た
り
研
究
や
学

生
の
指
導
に
力
を
尽
く
さ
れ

た
５
人
の
先
生
が
定
年
退
職

さ
れ
る
。

※
氏
名
に
続
き
、
所
属
学

科
、主
な
担
当
科
目
、役
職
。

〔
理
工
学
部
〕

土
屋
剛
教
授

生
物
科
学
科
。「
動
物
解
剖

学
」「
細
胞
組
織
化
学
特

論
」。
キ
ャ
ン
パ
ス
・
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
委
員
会
委
員

長
・
議
長

在
職
29
年
11
カ

月

菅
原
澄
夫
教
授

情
報
電
子
工
学
科
。「
電
磁

気
学
」「
音
情
報
デ
バ
イ
ス

工
学
特
論
」。
育
友
会
主
任
、

入
学
試
験
委
員
会
委
員
長

在
職
29
年

〔
人
間
学
部
〕

大
谷
尚
文
教
授

人
間
文
化
学
科
。「
フ
ラ
ン

ス
語
」「
仏
語
通
訳
研
究
」。

育
友
会
主
任
、
図
書
館
長

在
職
23
年

大
津
幸
一
教
授

人
間
文
化
学
科
。「
英
語
」

「
比
較
言
語
文
化
論
」。
国

際
交
流
セ
ン
タ
ー
長

在
職

19
年

木
村
民
男
教
授

人
間
教
育
学
科
。「
キ
ャ
リ

ア
設
計
」「
キ
ャ
リ
ア
開

発
」。
保
育
士
・
教
員
養
成

セ
ン
タ
ー
長

在
職
５
年
10

カ
月

　
学
術
の
分
野
で
顕
著
な
成

績
を
収
め
た
学
生
に
対
し
、

卒
業
に
あ
た
っ
て
授
与
さ
れ

る
「
川
島
記
念
学
術
賞
」
の

17
年
度
受
賞
者
は
理
工
学
部

４
人
、
経
営
学
部
３
人
、
人

間
学
部
２
人
の
計
９
人
。
学

科
に
続
い
て
研
究
室
・
所
属

ゼ
ミ
、
出
身
校
、
進
路
。

◆
理
工
学
部
◆

鈴
木
　
識し

央ひ
ろ

さ
ん

食
環
境
学
科
、
福
島
美
智
子

研
究
室
、
秋
田
県
大
曲
高

秋
田
お
ば
こ
農
業
協
同
組
合

阿
部
　
裕
太
さ
ん

学
部
総
代
・
生
物
科
学
科
、

芳
賀
信
幸
研
究
室
、
宮
城
県

気
仙
沼
西
高

Ｄ
Ｃ
Ｍ
ホ
ー

マ
ッ
ク

照
井
　
和
成
さ
ん

機
械
工
学
科
、
高
橋
智
研
究

室
、
宮
城
県
仙
台
高
等
専
門

学
校

仙
台
小
林
製
薬

鈴
木
　
勇た

け

る滝
さ
ん

情
報
電
子
工
学
科
、
木
村
健

司
研
究
室
、
宮
城
県
佐
沼
高

東
北
電
子
工
業

◆
経
営
学
部
◆

阿
部
　
百
花
さ
ん

学
部
総
代
・
経
営
学
科
、
岡

野
知
子
ゼ
ミ
、
宮
城
県
石
巻

市
立
女
子
商
業
高
（
現
・
石

巻
市
立
桜
坂
高
）

仙
台
銀

行設
楽
　
裕
人
さ
ん

経
営
学
科
、
大
浪
健
一
ゼ

ミ
、
山
形
県
谷
地
高

ス
ズ

キ
自
販
山
形

小
松
　
大
祐
さ
ん

経
営
学
科
、
舛
井
道
晴
ゼ

ミ
、
福
島
県
相
馬
東
高

佐

藤
製
線
販
売

◆
人
間
学
部
◆

佐
藤
　
ひ
か
る
さ
ん

人
間
文
化
学
科
、
大
縄
道
子

ゼ
ミ
、
宮
城
県
石
巻
好
文
館

高

東
武
ト
ッ
プ
ツ
ア
ー
ズ

菅
　
悠
花
さ
ん

学
部
総
代
・
人
間
教
育
学

科
、
木
村
民
男
ゼ
ミ
、
秋
田

県
湯
沢
高

秋
田
県
教
育
委

員
会
（
小
学
校
教
諭
）

川
島
記
念
学
術
賞
に
９
人

　
震
災
を
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
る

経
営
学
部
・
山
崎
泰
央
ゼ
ミ

は
、
み
や
ぎ
連
携
復
興
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
「
復
興
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
学
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
」
を
３
月
11
日
、
仙
台
市

で
開
講
し
た

写
真
。

　
当
日
は
10
〜
60
代
の
約
30

人
が
参
加
。
ゼ
ミ
生
２
人
が

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
を
務
め

た
。
残
り
の
ゼ
ミ
生
は
グ
ル

ー
プ
ワ
ー
ク
に
加
わ
り
、
震

災
後
の
課
題
や
防
災
に
つ
い

て
考
え
る
手
助
け
を
行
っ

た
。
参
加
者
か
ら
は
「
震
災

に
つ
い
て
改
め
て
考
え
る
機

会
に
な
っ
た
」
な
ど
の
感
想

が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
関
佑
哉
さ
ん
（
経
営
３
・

宮
城
県
東
北
学
院
高
）
は

「
今
回
は
社
会
人
の
参
加
が

多
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を

交
わ
す
こ
と
が
で
き
た
。

『
３
・
11
』
と
い
う
日
に
防

災
や
減
災
に
つ
い
て
考
え
る

機
会
を
つ
く
れ
て
よ
か
っ

た
」と
手
応
え
を
語
っ
た
。

　
同
ゼ
ミ
は
、
復
興
支
援
活

動
の
現
在
を
伝
え
、
地
域
の

課
題
解
決
に
つ
い
て
考
え
る

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
２
０
１

４
年
か
ら
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
全
国
50
カ
所
以
上

で
約
１
１
０
０
人
を
集
め
、

高
い
評
価
を
受
け
て
い
る
。

　
理
工
学
部
機
械
工
学
科
４

年
次
の
佐
藤
匠
さ
ん
（
岩
手

県
一
関
工
業
高
）

写
真

が
２
０
１
７
年
度
後
期
３
次

元
Ｃ
Ａ
Ｄ
利
用
技
術
者
１
級

試
験
に
満
点
合
格
し
、
一
般

社
団
法
人
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
教

育
振
興
協
会
か
ら
団
体
部
門

（
大
学･

短
大･

高
専
の

部
）
の
最
優
秀
者
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。
パ
ソ
コ
ン
を
使

っ
て
設
計
・
デ
ザ
イ
ン
す
る

Ｃ
Ａ
Ｄ
試
験
の
最
上
級
で
、

今
回
の
合
格
率
は
26
・
８

％
。
高
橋
智
准
教
授
の
指
導

で
、
卒
業
研
究
に
取
り
組
み

　
人
間
学
部
人
間
文
化
学
科

４
年
次
の
佐
藤
勝か

つ

偉た
け

さ
ん

（
宮
城
県
仙
台
東
高
）

写

真

が
、
中
国
政
府
が
認
定

す
る
中
国
語
資
格
の
漢
語
水

な
が
ら
満
点
で
の
合
格
を
目

指
し
て
き
た
。

　「
や
り
遂
げ
て
達
成
感
を

得
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
仕

事
に
役
立
つ
資
格
に
挑
戦

し
、
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て
い

き
た
い
」。
就
職
先
は
空
気

圧
機
器
メ
ー
カ
ー
（
本
社
・

東
京
都
）
で
、
岩
手
事
業
所

で
製
品
開
発
に
携
わ
る
。

平
考
試
（
Ｈ
Ｓ
Ｋ
）
の
最
上

級
６
級
に
初
挑
戦
で
合
格
し

た
。
佐
藤
さ
ん
は

｢

自
分

の
目
で
本
当
の
中
国
を
見
て

み
た
い｣

と
２
０
１
６
年

２
月
か
ら
１
年
間
、
本
学
の

国
際
交
流
協
定
校
で
あ
る
中

国
・
温
州
大
学
に
留
学
。
帰

国
直
後
の
昨
年
３
月
に
は
Ｈ

Ｓ
Ｋ
５
級
を
受
検
し
、
９
割

近
い
正
解
率
で
合
格
し
た
。

６
級
に
は
５
級
の
倍
の
５
０

０
０
語
の
語ご

彙い

力
り
ょ
く

が
必
要

で
、「
毎
日
中
国
語
で
作
文

や
日
記
を
書
き
、
中
国
の
友

人
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
大
き
な
力
に
な
っ

た
」
と
話
す
。

　
中
国
東
方
航
空
に
客
室
乗

務
員
と
し
て
就
職
し
、
３
月

か
ら
上
海
で
研
修
し
て
い

る
。「
６
級
合
格
は
う
れ
し

い
が
、
納
得
の
い
く
点
数
で

は
な
か
っ
た
。
よ
り
高
得
点

を
取
れ
る
よ
う
に
知
識
を
深

め
て
い
き
た
い
」と
語
っ
た
。

佐
藤
匠
さ
ん

満
点
で
合
格

Ｃ
Ａ
Ｄ
１
級
試
験

佐
藤
勝
偉
さ
ん

初
挑
戦
で
合
格

中
国
語
資
格
最
上
級

復興支援ワークショップ
経営・山崎ゼミ 仙台で開講

2017年度 学位記授与式

新たな夢に向かって
　
２
０
１
７
年
度
学
位
記
授

与
式
が
３
月
20
日
、
体
育
館

で
行
わ
れ
た
。
大
学
院
修
了

生
、
学
部
卒
業
生
合
わ
せ
て

２
６
４
人
が
新
た
な
夢
に
向

か
っ
て
学
窓
を
巣
立
っ
た
。

　
修
士
課
程
総
代
と
学
部
総

代
に
尾
池
守
学
長
か
ら
学
位

記
が
授
与
さ
れ
、
川
島
記
念

学
術
賞
の
９
人
に
日
髙
義
博

理
事
長
か
ら
表
彰
状
が
贈
ら

れ
た
。

　
尾
池
学
長
は
式
辞
で
「
皆

さ
ん
が
ゼ
ミ
や
卒
業
研
究
を

通
じ
て
、
自
分
な
り
の
最
善

の
答
え
を
見
い
だ
す
方
法
を

学
ん
だ
こ
と
と
確
信
し
て
い

ま
す
。
大
学
で
学
ん
だ
方
法

を
援
用
し
て
、
社
会
の
諸
問

題
に
取
り
組
ん
で
く
だ
さ

い
」
と
語
り
か
け
、
専
修
人

と
し
て
生
涯
に
わ
た
り
学
び

続
け
る
大
切
さ
を
説
い
た
。

　
修
了
生
を
代
表
し
て
加
藤

由
里
絵
さ
ん
（
経
営
学
研
究

科
）
が
、
学
部
卒
業
生
を
代

表
し
て
設
楽
裕
人
さ
ん
（
経

営
学
部
）
が
感
謝
の
言
葉
を

述
べ
た
。

　
大
学
院
で
中
小
企
業
の
会

計
を
研
究
し
た
加
藤
さ
ん
は

「
先
生
方
の
ご
指
導
で
会
計

の
理
論
的
裏
付
け
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。
微
力
だ
が
、

知
識
と
経
験
を
地
域
社
会
へ

の
貢
献
に
生
か
し
て
い
き
た

い
」
と
決
意
を
語
っ
た
。

　
設
楽
さ
ん
は
ゼ
ミ
で
観
光

に
つ
い
て
学
ん
だ
り
、
議
員

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参
加

し
て
地
域
の
課
題
に
目
を
向

け
た
り
と
充
実
し
て
い
た
４

年
間
を
振
り
返
り
、「
大
学

で
培
っ
た
も
の
を
生

か
し
、
幅
広
い
視
野

と
洞
察
力
を
磨
き
続

け
た
い
」
と
力
強
く

抱
負
を
述
べ
た
。

　
当
日
は
天
候
に
も

恵
ま
れ
、
春
の
日
差

し
が
門
出
を
祝
福
。

卒
業
生
た
ち
は
家
族

や
仲
間
と
写
真
を
撮

り
合
い
、
恩
師
と
別

れ
を
惜
し
ん
だ
。

264
人 

旅
立
ち
の
春

尾池学長から学位記を受ける学部総代の阿部百花さん

学
位
記
を
手
に
笑
顔
の
卒
業
生


